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中
の
森
の
枝
一
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畑
戸
市
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本
松
旧
。
る
あ
は
物
建
の
そ
、
に

建
階
２
造
木
た
れ
さ
練
洗
。
だ
宅
住

美
優
。
屋
家
本
日
の
屋
平
と
館
洋
て

す
や
に
人
る
れ
訪
は
い
ま
ず
た
た
な

敬
川
安

・
父
。
る
せ
さ
じ
感
を
ぎ
ら

創
を
ど
な
機
電
川
安
に
も
と
と
郎
一

８
１
（
郎
次
健
本
松

・
男
次
た
し
業

み
歩
の
へ
化
代
近
州
九
北
、
で
宅
住

。
る
あ
も
で
徴
象
の

計
設
の
士
博
吾
金
野
辰
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面
築
建
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の
た
し
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完
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と
具
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、
装
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観
外
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も
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ら
か
末
紀
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９
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館

治
明
（
年
９
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も
と
、
で
成
完
）
年

ま
ま
の
そ
ぼ
ほ
を
姿
の
初
当
建
創
に

和
昭
（
年
２
７
９
１
し
残

47

、
に
）
年

付
（。
た
れ
さ
定
指
に
財
化
文
要
重
国

指
に
年
２
８
９
１
も
棟
２
蔵
の
属

。）
定　

育
教
の
子
親
川
安
は
端
発
の
築
建

営
経
、
て
つ
か
は
郎
一
敬
。
熱
情
の
へ

智
福
郡
川
田
（
鉱
炭
池
赤
た
い
て
し

学
山
鉱
の
成
養
者
術
技
に
）
池
赤
町

用
私
は
財
蓄
「。
た
い
て
し
立
設
を
校

に
め
た
の
民
公
家
国
、
ず
せ
費
乱
で

郎
次
健
、
し
と
条
信
を
」
し
べ
う
使

、
年
９
０
９
１
に
た
新
て
し
同
賛
も

工
州
九
現
（
校
学
門
専
治
明
に
畑
戸

地
敷
。
校
開
を
校
学
小
や
）
学
大
業

宅
住
兼
館
賓
迎
の
者
校
来
を
端
南
の

。
た
し
と
地
用　

野
辰
家
築
建
な
名
著
は
校
学
門
専

も
館
洋
、
ね
委
を
計
設
に
士
博
吾
金

、
後
戦。
計
設
が
所
務
事
の
士
博
野
辰

１
の
後
除
解
、
れ
さ
収
接
に
軍
駐
進

和
昭
（
年
２
５
９
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さ
立
設
、）
年

受
り
譲
が
部
楽
倶
業
工
本
日
西
た
れ

開
公
般
一
に
秋
と
春
、
在
現
。
た
け

親
も
て
し
と
場
会
ト
ン
ベ
イ
の
ど
な

。
る
い
て
れ
ま
し

徴
象
の
町
の
教
文

　

市
。
め
だ
は
で
物
り
飾
る
な
単
「

後
今
ら
が
な
し
用
活
、
れ
さ
愛
に
民

私
が
の
く
ゆ
て
せ
さ
続
存
年
０
０
１

事
部
楽
倶
同
と
」
す
で
務
責
の
ち
た

今
。
う
言
は
ん
さ
博
木
赤
の
長
局
務

う
お
ら
も
で
ん
し
親
り
よ
、
月
５
年

道
歩
遊
に
内
地
敷
て
し
請
要
に
市
と

企
務
総
所
役
区
畑
戸
。
た
し
備
整
を

一
「
は
長
係
画
企
晴
幸
尾
中
の
課
画

安
、
し
す
で
場
の
い
憩
の
民
市
は
帯

の
》
た
ば
と
町
の
教
文
《
は
子
親
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」
徴
象
の
そ
は
家
旧
。
人
た
い
築
を
礎

。
す
話
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正
大
（
年
５
１
９
１
も
機
電
川
安

作
製
機
電
川
安
社
会
資
合
に
）
年
４

し
立
設
に
崎
黒
区
西
幡
八
て
し
と
所

入
輸
。
る
え
迎
を
年
０
０
１
で
年
来

取
進
の
そ
た
し
指
目
を
立
自
の
業
産

じ
通
と
宅
住
家
本
松
旧
、
は
神
精
の

。
う
よ
の
か
る
い
て

）
載
掲
号
月
８
年
４
１
０
２
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巻
竜
も
で
中
、
象
気
異
特
の
球
地

で
究
研
の
流
気
降
下
、
流
気
昇
上
や

北
・
郷
故
れ
ま
生
。
士
博
也
哲
田
藤

に
世
後
を
績
功
の
士
博
、
今
で
州
九

来
、
め
集
を
目
注
が
動
活
ぐ
継
り
語

内
市
は
に
）
月
４
年
２
２
０
２
（
春

そ
、
で
館
学
科
る
す
生
誕
く
し
新
に

が
示
展
る
す
介
紹
を
等
績
功
、
人
の

。
る
い
て
れ
さ
画
計

　

め
じ
は
を
本
日
、
ば
え
い
と
巻
竜

か
な
、
が
る
い
て
し
生
発
で
界
世
全

５
１
均
平
間
年
は
で
カ
リ
メ
ア
も
で

か
し
。
大
甚
も
害
被
き
起
も
個
０
０

に
害
被
、
数
回
生
発
は
で
国
同
、
し

は
て
い
つ
に
度
強
、
も
る
す
目
注
は

に
度
強
の
巻
竜
の
そ
は
士
博
田
藤
た

度
程
の
害
被
、
年
１
７
９
１
、
目
着

速
秒
（
０
Ｆ
を
さ
強
の
そ
ら
か
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地
（

で
ま
）
ル
ベ
レ
い
な
し
在
存
は
に
上
球

し
案
考
を
と
こ
る
す
分
区
に
階
段
の

秒
（
５
Ｆ
ら
か
０
Ｆ
は
に
際
実
。
た

類
分
で
階
段
６
の
で
ま
）
害
被
い
な

ア
、
本
日
て
が
や
、
れ
ら
け
付
名
と

れ
わ
使
で
界
世
全
め
じ
は
を
カ
リ
メ
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規
大
、
年
同
、
た
ま
は
士
博
田
藤

を
巻
竜
子
い
早
り
よ
が
度
速
に
部
内

さ
影
撮
で
ス
サ
キ
テ
、
年
９
７
９
１

大
に
災
防
、
れ
さ
証
実
で
真
写
た
れ

。
た
し
た
果
を
割
役
な
き

で
故
事
機
空
航

 

　

月
６
年
５
７
９
１
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乗
客
乗
、
落
墜
で
風
突
、
雨
豪
の
然

発
が
故
事
る
す
亡
死
が
人
２
１
１
員

が
機
空
航
の
別
は
に
前
直
。
た
し
生

当
、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
陸
着
事
無

社
会
空
航
が
だ
。
た
し
断
判
と
因
原

名
に
で
す
時
当
、
ず
き
で
得
納
は
側

査
調
に
士
博
田
藤
た
い
て
れ
ら
知
を

況
状
象
気
の
時
当
は
士
博
。
頼
依
を

雷
「、
査
調
に
念
入
を
ど
な
速
風
や

衝
に
面
地
て
し
降
下
が
風
強
ら
か
雲

研
の
他
。
た
け
づ
論
結
と
」
故
事
る

アメリカ・テキサス州で 1979 年撮影された二重構造の竜巻。藤田博士の提唱が証明された（提供：藤田哲也博士記念会）

に
識
常
の
界
世
や
今
、
目
着
に
度
強
の
巻
竜

研
査
調
の
後
の
そ
。
た
れ
ら
け
付
名

航
、
月
９
年
７
７
９
１
、
れ
さ
明
証

の
で
ワ
タ
オ
・
ダ
ナ
カ
て
し
と
る
あ

れ
こ
。
た
け
受
を
彰
表
で
議
会
際
国

常
が
と
こ
る
す
止
防
を
故
事
機
空
航

役
た
し
た
果
が
果
成
、
究
研
の
々
数

。
い
き
大
く
な
り
限
は
割

　

正
大
（
年
０
２
９
１
は
士
博
田
藤

）
年
９

10

・現
（
町
根
曽
郡
救
企、
月

生
の
）
根
曽
中
区
南
倉
小
市
州
九
北

小
立
県
・
現
（
中
倉
小
制
旧
。
れ
ま

・現
（
校
学
門
専
治
明
ら
か
）
校
高
倉

小
。
だ
ん
進
に
）
学
大
業
工
州
九

天
に
特
、
察
観
然
自
ら
か
く
早
で
響

門
専
治
明
、
で
き
好
が
学
質
地
、
体

手
助
究
研
の
授
教
学
質
地
は
で
校
学

20崎
長
の
後
直
下
投
爆
原
、
月
８
）
年

行
に
査
調
て
し
と
授
教
助
学
理
物
に

・
岡
福
は
に
月
８
年
７
４
９
１
、
き

雲
雷
で
所
候
測
山
振
背
の
境
県
賀
佐

乱
積
た
れ
ら
げ
上
し
押
で
流
気
昇
上

し
生
発
が
流
気
降
下
な
力
強
ら
か
雲

、
時
当
。
た
し
認
確
を
と
こ
る
い
て

知
を
と
こ
る
い
て
し
認
確
を
象
事
様

招
ら
か
授
教
同
た
い
驚
、
ろ
こ
と
た

士
博
学
理
で
学
大
京
東
、
け
受
を
聘

渡
、
年
３
５
９
１
の
後
得
取
を
格
資

、
巻
竜
で
大
ゴ
カ
シ、
後
以。
米

未
お
な
。
た
ね
重
を
究
研
な

抱
を
味
興
の
へ
の
も
る
な
知

年
８
９
９
１
が
た
い
て
け
続
き

）
年
９
成
平
（
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地
同
、
月

で
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。
た
え
終
を
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生
の
年

の
幡
八
は
績
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示
展

　

番
一
が
郷
故
は
士
博
田
藤
な
ん
そ

書
著
は
史
女
か
や
さ
森
員
会
士
報
予

に
も
と
と
化
悪
の
状
病
は
士
博
、
で

」
―
―
川
の
彼
し
り
釣
鮒
小
、
山
の
彼

。
す
記
と
、
た
れ
ら
お
で
ん
さ
ず
口
と

の
大
業
工
州
九

22

る
た
当
に
輩
後
年

（
授
教
誉
名
嗣
侑
田
富

78

士
博
も
）

そ
「
た
ま
、
り
入
じ
感
に
愛
土
郷
の

調
を
害
災
の
ど
な
巻
竜
は
績
業
の

メ
ア
、
く
な
で
け
だ
る
す
類
分
、
査

さ
立
確
を
制
体
災
防
の
会
社
カ
リ

料
材
究
研
の
後
今
に
会
社
類
人
、
せ

そ
「て
し
そ。
る
す
評
と」
た
し
言
提
を

人
の
ど
ん
と
ほ
の
元
地
を
士
博
な
ん

。
も
と
」
す
で
念
残
が
の
い
な
ら
知
が

　

也
碩
の
弟
、
年
晩
は
士
博
田
藤

が
妹
、
弟
、
親
両
「
れ
た
立
先
に
氏

弔
に
族
家
の
氏
也
碩
と
」
す
ま
り
帰

れ
ら
葬
に
根
曽
中
の
郷
故
し
国
帰
て

に
ち
た
人
の
り
か
ゆ
、
時
の
そ
。
た

会
員
委
備
準
設
建
館
念
記
田
藤
り
よ

）
称
改
に
会
念
記
士
博
田
藤
、
後
（

に
心
中
を
志
有
元
地
、
れ
さ
成
結
が

　

　

の
々
数
等
減
激
故
事
の
時
着
発
離
機

学
象
気
な
大
偉
た
げ
遂
し
成
を
業
偉

羽
に
界
世
ら
か
州
九
北
こ
こ
、
が
者

と
」
う
思
に
り
誇
を
と
こ
た
い
た
ば

を
姿
の
そ
で
館
学
科
い
し
新
。
会
同

。
る
き
で
見
再

）
載
掲
号
月
４
・
３
年
１
２
０
２
（

　

小倉南区中曽根の生家近くの藤田博士の墓碑。碑に、竜巻の形が刻まれている。

藤田哲也博士（提供：藤田哲也博士記念会）
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巻
竜
の
で
本
日

　

　

 

」
記
丈
方
「
明
長
鴨
は
で
内
国

治
で
記
表
の
」
風
辻
「
に
ど
な

京
、）
年
０
８
１
１
（
年
４
承

古
も
最
が
と
こ
た
し
生
発
で
都

を
内
市
都
京
の
在
現
。
録
記
い

現
。
う
い
と
た
け
受
を
害
被
な

２
成
平
（
年
０
９
９
１
は
で
代

）
年

12

市
原
茂
県
葉
千
、
月

０
０
１
ど
な
ス
バ
ロ
ク
イ
マ
で

さ
ば
飛
き
吹
が
車
の
上
以
台
０れ

74

３
４
２
物
建
、
傷
死
が
人

起
が
事
惨
大
る
す
壊
半
全
が
棟

 

。
た
き

※ 

年
２
２
０
２
は
館
学
科
い
し
新

州
九
北
、
月
４
）
年
４
和
令
（

田
藤
に
部
内
。」
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
ス

高
、
め
始
を
介
紹
績
業
の
士
博さ

10

て
し
開
公
、
備
整
を
ど
な
置
装

現
学
科
な
議
思
不
た
ま
。
る
い

宙
宇
と
ム
ウ
リ
タ
ネ
ラ
プ
、
象

。
る
あ
も

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
六
十
回

八
幡
製
鉄
所
誕
生
と
歩
み
　

本
年
か
ら
１
２
３
年
前
の
１
９
０
１
年
（
明

治
34
年
）
２
月
５
日
、
遠
賀
郡
八
幡
村
（
現
：

北
九
州
市
八
幡
東
区
）
に
建
造
さ
れ
た
溶
鉱
炉

に
火
が
入
り
、
鉄
生
産
の
官
営
八
幡
製
鐵
所
が

稼
働
し
た
。
そ
の
約
1
世
紀
後
の
２
０
１
５
年

7
月
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
要

所
の
一つ
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学

文
化
機
関
）
に
よ
り
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
本
年
で
10
年
を
迎
え
た
。そ
の
歴
史
は
郷
土・

北
九
州
の
誇
り
で
あ
る
と
と
も
に
国
内
は
も
と

よ
り
世
界
に
引
き
継
が
れ
、
人
類
の
発
展
に
寄

与
し
た
意
義
を
持
つ
。
そ
の
歩
み
を
改
め
て
学

び
た
い
。

日
本
の
近
代
製
鉄
誕
生
は 

日
清
戦
争
が
契
機

日
本
で
の
近
代
製
鉄
の
歩
み
は
１
８
７
１
年

（
明
治
4
年
）、
明
治
維
新
を
機
に
岩
倉
使
節
団

が
欧
米
先
進
国
の
富
国
強
兵
の
基
礎
に
鉄
炭
力

が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
近
代
的
製
鉄
所
建
設

が
必
要
な
こ
と
を
知
っ
た
の
が
始
ま
り
。
国
内
で

も
釜
石
で
江
戸
時
代
か
ら
す
で
に
製
鉄
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
明
治
政
府
は
軍
備
拡
張
の
た
め
に

近
代
的
な
製
鉄
所
建
設
が
欠
か
せ
な
い
と
し
て

海
軍
省
所
管
の
製
鉄
所
建
設
を
主
張
。
だ
が
莫

大
な
費
用
が
必
要
な
こ
と
か
ら
帝
国
議
会
に
否

決
さ
れ
た
。

転
機
は
１
８
９
４
、
１
８
９
５
年
（
明
治
27
、

28
年
）
の
日
清
戦
争
。
政
府
の
み
な
ら
ず
世
論

も
製
鉄
所
建
設
に
同
意
し
１
８
９
５
年
、
帝
国

議
会
が
製
鉄
所
設
立
を
可
決
。
建
設
候
補
地
を

選
択
の
末
、
全
国
17
か
所
の
設
立
請
願
地
の
中

か
ら
最
終
的
に
遠
賀
郡
八
幡
村
、
企
救
郡
柳
ヶ

浦
、
同
郡
板
櫃
村
、
広
島
県
安
芸
郡
坂
村
の
４

か
所
が
最
終
候
補
地
と
し
て
残
り
、
さ
ら
に
検

討
の
結
果
、
八
幡
村
が
「
洞
海
湾
は
浅
い
が
船
、

海
底
の
改
造
で
鉱
石
の
運
搬
は
可
能
。
地
価
が

安
く
用
水
が
確
保
で
き
る
」
こ
と
な
ど
か
ら
、

１
８
９
７
年
（
明
治
30
年
）
2
月
6
日
、
政
府

は
八
幡
で
の
設
置
を
決
定
し
た
。

政
府
の
候
補
地
決
定
の
背
景
に
は
、
八
幡
へ

の
製
鉄
所
誘
致
を
図
っ
た
地
元
の
運
動
も
あ
っ

た
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
旧
福

岡
藩
士
で
若
松
の
若
松
築
港
会
社
会
長
の
安
川

敬
一
郎
、
同
社
役
員
平
岡
浩
太
郎
、
製
鐵
事
業

調
査
会
委
員
の
長
谷
川
芳
之
助
や
若
松
町
町
長

芳
賀
與
八
郎
、
八
幡
村
村
長
芳
賀
種
義
の
親
子
。

前
年
の
１
８
９
６
年
、
若
松
の
安
川
邸
で
の
会

合
で
誘
致
運
動
に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
し
て
い

た
。
当
時
の
政
府
の
農
商
務
次
官
で
製
鐵
所
設

立
委
員
長
だ
っ
た
金
子
堅
太
郎
も
同
じ
旧
福
岡

藩
士
。
だ
が
、
当
時
の
洞
海
湾
は
浅
く
船
舶
乗

り
入
れ
の
難
所
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
山
内
堤

雲
製
鐵
所
長
官
ら
は
八
幡
に
難
色
を
示
し
て
い

た
。
一
転
、
同
意
し
た
の
は
安
川
ら
の
熱
烈
な
運

動
、
湾
掘
削
計
画
の
提
唱
。
さ
ら
に
は
、
地
域

住
民
が
土
地
の
無
償
提
供
を
申
し
出
た
こ
と
な

ど
も
重
な
っ
た
。

一
方
、
製
鐵
所
建
設
用
地
確
保
の
買
収
に
反

対
す
る
地
元
住
民
が
神
社
な
ど
に
立
て
籠
も
り

「
村
長
を
殺
せ
」
と
訴
え
る
等
の
騒
ぎ
も
相
次
い

だ
。
最
終
的
に
は
「
八
幡
百
年
の
大
計
に
基
づ

く
も
の
だ
」
と
の
説
得
に
地
元
も
応
じ
た
。
こ

う
し
た
官
民
挙
げ
て
の
協
力
の
末
、
八
幡
で
の

製
鐵
所
建
設
が
決
定
し
１
８
９
７
年
（
明
治
30

年
）
製
鐵
所
が
開
庁
、
4
年
が
か
り
で
溶
鉱
炉

を
建
設
し
１
９
０
１
年（
明
治
34
年
）2
月
5
日
、

高
炉
に
火
が
入
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
製
鉄
所
の
技
術
導
入
、
設
備
調
達
、

指
導
の
協
力
を
得
た
も
の
で
、
日
産
１
６
０
ト

ン
の
能
力
。
だ
が
当
初
か
ら
数
年
間
は
機
器
不

調
で
1
日
わ
ず
か
16
ト
ン
し
か
生
産
で
き
な
い
と

い
っ
た
状
況
。
赤
字
続
き
で
翌
年
7
月
か
ら
約

2
年
間
操
業
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
の
危

機
に
遭
っ
た
が
、
失
敗
原
因
の
調
査
、
改
良
を

経
て
１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）
に
初
め
て
黒

字
に
転
換
で
き
た
。

人
の
知
恵
・
工
夫
で
鉄
は
今
後
も 

人
類
、社
会
に
欠
か
せ
な
い

こ
う
し
た
暦
年
の
日
本
国
民
の
奮
闘
、
努
力
、

海
外
か
ら
の
援
助
・
協
力
に
よ
り
日
本
の
、
ま

た
製
鉄
業
の
発
展
は
遂
げ
ら
れ
て
き
た
。
一
方
で

こ
れ
に
よ
り
、
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
産
業

も
あ
る
。「
た
た
ら
吹
製
鉄
」
と
い
わ
れ
る
業
。

明
治
34
年
の
八
幡
製
鐵
の
火
入
れ
、
操
業
開
始

以
降
、
中
国
山
地
の
た
た
ら
製
鉄
業
は
急
速
に

衰
退
、
明
治
期
、
従
業
員
約
15
万
人
が
離
職
し
、

家
族
の
生
活
が
失
わ
れ
る
問
題
が
発
生
。
失
業

者
の
多
く
は
炭
鉱
や
炭
焼
き
職
人
な
ど
と
し
て

苦
労
を
与
儀
な
く
さ
れ
た
。

八
幡
製
鐵
所
は
１
９
３
４
年
（
昭
和
9
年
）、

官
営
と
複
数
の
製
鉄
業
者
の
合
同
に
よ
る
日
本

製
鐵
株
式
会
社
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
、
以
後
、

再
編
成
を
繰
り
返
し
て
２
０
２
０
年
（
令
和
2

年
）
4
月
、
現
在
の
日
本
製
鉄
株
式
会
社
九
州

製
鉄
所
八
幡
地
区
」
の
名
称
に
な
っ
た
。「
鉄
」

の
歴
史
家
、
研
究
家
松
井
和
幸
氏
（
元
北
九
州

市
立
い
の
ち
の
旅
博
物
館
員
）
は
そ
の
著
「
鉄

の
日
本
史　

邪
馬
台
国
か
ら
八
幡
製
鐵
所
開
所

ま
で
」
で
、北
九
州
の
地
か
ら
「
八
幡
製
鐵
所
」

の
名
称
が
消
え
た
こ
と
に
つ
い
て
「
今
後
、
19
、

20
世
紀
の
よ
う
に
鉄
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費

は
見
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
は
地

球
温
暖
化
問
題
に
伴
い
脱
炭
素
社
会
の
実
現
が

叫
ば
れ
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
「
鉄
は
ま
だ
し

ば
ら
く
は
私
た
ち
に
最
も
身
近
な
金
属
で
あ
り

続
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
製
鉄
所
の
意
義
を
記
述

し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ 

村
田
和
夫

官営製鐵所時代の高炉跡に立つ旧東田 
第一高炉跡（北九州市指定文化財）

世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」を構成する官営八幡製鐵所旧本事務所


